
平成２５年　３月２６日

京都府

平成２２年度～平成２４年度（３年間）

○農道整備により、２集落の通作の利便性を向上させる。
○災害リスク軽減の検証を11地域で実施する
○排水路を1,170m整備改修する。

①対象事業 （単位：千円）
事業名 地区名 事業実施主体 工　期 総事業費 主な事業内容等

巨椋池３期京都府 H23～H24 69,637 排水路工L=160m
道路工 L=0.6km

山城２期 京都府 H22～H24 180,000

249,637

②関連事業 （単位：千円）
事業名 地区名 事業実施主体 工　期 総事業費 主な事業内容等

巨椋池 京都府 H23 13,560 排水路一式

巨椋池２期京都府 H23～H24 360,000 排水路L=300m橋梁１基

戸別所得補償実施円
滑化整備事業（戦略
作物生産拡大関連基
盤緊急整備事業含
む）

巨椋池３期京都府 H23～H24 411,390 排水路L=710m

農地防災事業
（ため池緊急防
災対策事業）

京都 京都府 H24 5,985 ため池調査　１式

790,935

※対象事業を示した図面を添付

農山漁村地域整備計画

計画の名称

定量的指標

山城地域やすらぎ交流圏整備計画
　

計画策定主体

対象市町村
宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、木津川市、久御山町、井手町、宇治田原町、笠置
町、和束町、精華町、南山城村、京都市（巨椋池）

計画の目標

合計

戸別所得補償実
施円滑化整備事
業

合計

総合農地防災事
業

農道整備事業

計画の期間

山城地域では、豊かな自然と磨き上げた文化が織りなす交流圏が形成され、宇治茶やタ
ケノコをはじめとするブランド特産品、関西文化学術研究都市などの新たな施設等、特色
ある観光資源に恵まれており、農業では立地条件を生かした都市近郊農業の展開が期
待されている。
本計画では、山城地域振興計画に基づき、農道整備による通作や農産物の流通合理化
と併せて農村地域の生活道路としての農村生活基盤の向上、市街化の進む下流域にお
ける農業用排水路の改修整備による農地の湛水被害防止、更には老朽ため池の整備推
進を図ることにより、安心・安全な暮らしを府民に提供することを目標とする。


